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☆☆  新型コロナウイルス感染症ニュース 第 91 号 2021.11.1  ☆☆ 

 

 新型コロナウイルス感染症は、今のところ大きな再拡大の兆候こそありませんが、国内では先週比で増

加するところもあり、時短営業の解除などの条件とともにまだまだ予断を許さない状況です。我々は必要

な際の医療体制の確保、ワクチン 3回目接種への準備など今必要なこと、できることをしたいと思います。 

 

仙台市における新型コロナウイルスワクチン接種の現状 

10 月 27 日 17 時時点で、「ワクチン接種記録システム（VRS）」に登録された数値による、仙台市の

年代別のワクチン接種状況です。右側の接種対象者数は、本年 1 月 1 日現在の住民基本台帳による年

齢別人口から記載しております。 

 

○全体の接種率は、1 回目が 84.2％に、2 回目が 76.6％になりました。 

○すべての年代で、1 回目の接種率が 70％を超えました。 

○12～14 歳は、1 回目の接種率が前週比でプラス 10.2 ポイントの 62.6％になり、接種が進んでいます。 

ファイザー社・モデルナ社ワクチンとも 1、2 回目接種分の移送は、11 月中を目処に一旦終了されます。

予約のできない方については仙台市コールセンターなどにご相談いただくようご指導ください。 

なお、今後 12 歳に達する若年者（毎月 750 名程度の見込み）、何らかの理由で 11 月までの接種を延期

せざるを得なかった方に対しては、12 月以降、引き続き接種機会を確保すべく調整中です。 

（CVPT、福壽岳雄） 

 

コロナワクチンの 3 回目接種について 

10 月 28 日に厚労省の予防接種・ワクチン分科会で、新型コロナウイルスワクチン 2 回目接種を終えた

方全員を対象に、3 回目の接種を行う方針が確認されました。これを受けて仙台市でも、12 月に接種する

主に先行接種対象となった医療従事者の方、約 12,000 名に対して 11 月後半に接種券をお送りする準備を

しています。その後の予定は決まり次第ご報告いたします。 

今後の具体的接種のあり方について、具体的な接種施設や方法、予約の方法などは未定ですが、2 回目

接種の時期順を目安に、2 回目と同じ施設、同じ方法で接種が受けられれば一番混乱が少ないと考えられ

ます。医師会員の皆様にも、今後引き続き接種ご協力についてご検討いただきますよう、お願い申し上げ

ます。後日改めてご通知とアンケート調査など検討しております。 

（CVPT、福壽岳雄） 

 

１回⽬ ２回⽬ １回⽬ ２回⽬
53,779 35,824 71.7% 47.7% 75,052

12〜14歳 17,020 8,077 62.6% 29.7% 27,190
15〜19歳 36,759 27,747 76.8% 58.0% 47,862

91,957 80,104 75.2% 65.5% 122,362
105,378 91,203 76.2% 66.0% 138,222
135,361 120,944 81.4% 72.8% 166,211
124,149 114,444 88.2% 81.3% 140,771
112,518 110,089 90.6% 88.6% 124,244
186,796 184,712 95.7% 94.7% 195,116

809,938 737,320 84.2% 76.6% 961,978
244,619 241,849 94.5% 93.4% 258,831
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ファイザー社ワクチン及び武田／モデルナ社ワクチンの有効期限の取扱いについて（R3.10.26） 

ファイザー社ワクチンは令和 3 年 9 月 10 日に-90℃～-60℃で保管される有効期間が従来の 6 か月から

9 か月に延長されております（モデルナ社ワクチンは 6 か月から 7 か月に延長）。そのため有効期限が令和

4 年 2 月末以前となっているバイアルは、有効期間が 6 か月であるという前提で印字されているものです

ので、新しい有効期限は印字されている有効期限より 3か月長いものとして取り扱うこととされています。

特に被接種者に渡される接種済証に貼用するワクチンシールには、バイアルに印字されたものと同じ有効

期限が記載されているため、被接種者に対して有効期限切れのワクチンを接種された等の不安を与えるこ

とがないよう、適切に情報提供することが求められております。 

 

新型コロナウイルスワクチンの個別接種に係る医療機関の収入に対する課税関係について（R3.10.25） 

新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金（接種の費用（時間外、休日加算含む））については、医

療機関において消費税の課税売上となります。また、所得税・法人税の四段階税制（社会保険診療報酬の

所得計算の特例）においても、接種の費用（委託料収入）は当該医業収入にカウントされます。個別接種

促進のための支援策として一定回数以上の接種を行う医療機関に支払われる補助金（新型コロナウイルス

感染症緊急包括支援交付金による支援）については、消費税は課税対象外となります。四段階税制の医業

収入にはカウントされません。 

なお、簡易課税制度選択の判断を含め、個別の税務につきましては、税理士又は所轄の税務署等にご相

談いただきますよう、お願いいたします。 

 

令和 2 年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止・医療提供体制確保支援補助金の交付決定完了について  

2 月 28 日が締め切りであった「令和 2 年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止・医療提供体制確保

支援補助金」は、厚生労働省において審査・交付決定の手続きが大幅に遅れておりました。しかしこのた

び厚生労働省 Web サイトの「令和 2 年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止・医療提供体制確保支援

補助金」のページが更新され「※申請が集中したなかで補助金の交付に時間を要し、ご迷惑をおかけしま

した。令和 2 年度に申請いただいたものについては、申請書類の不備があるものを除き交付決定が完了し

ていますのでお知らせいたします。」（令和 3 年 10 月 20 日時点）と掲載されました。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_16443.html  

厚生労働省医療提供体制支援補助金コールセンター：0120-336-933（受付時間 平日 9:30～18:00） 

 

新型コロナワクチン接種に係る時間外・休日の接種のご請求について 

表題の件につきまして、仙台市新型コロナウイルスワクチン接種推進室より接種医療機関あてに 10 月

29 日（17:30 頃）に V-SYS に登録されたメールアドレス宛へメール送信されましたのでご確認ください。 

（問い合わせ先：仙台市新型コロナウイルスワクチン接種推進室総括担当 TEL：022-214-8069） 

 

１．請求対象 令和 3 年 8月 1 日～10 月 2 日において個別接種にて実施した時間外・休日のワクチン接種 

      （時間外：730 円×予診実施回数＋消費税、休日：2,130 円×予診実施回数＋消費税） 

      ※通常の接種費用分は今回のご請求に含まれません。 

２．提 出 先 〒980-8671 仙台市青葉区国分町 3 丁目 7－1 

仙台市健康福祉局新型コロナウイルスワクチン接種推進室 

      郵送または持参（仙台市役所本庁舎 6 階）にてご提出ください。 

３．期  日 令和 3 年 11 月 30 日 

 

 

 



【毎週月曜日 最新号配信】          仙台市医師会 http://www.sendai.miyagi.med.or.jp/ TEL022-227-1531 
４．提 出 物 ・新型コロナウイルスワクチン接種の時間外及び休日対応にかかる請求書（様式 1） 

    ・新型コロナウイルスワクチン接種の実績報告（様式 2） 

※請求関係書類（様式 1・2）は仙台市ホームページ（次の URL）よりダウンロード願います。 

仙台市ホームページ：新型コロナワクチン時間外・休日接種にかかる費用請求 

 https://www.city.sendai.jp/covidvaccine/download/bunyabetsu/kenko/iryo/medical_institution.html 

 

５．その他 

・今回ご請求いただく加算の対象は、令和 3 年 8 月 1 日から 10 月 2 日までの個別接種（予診のみを

含む）です。10 月 3 日以降のご請求については、別途ご案内申し上げます。 

・「新型コロナウイルスワクチン個別接種奨励金」のご請求先は宮城県となります。 

 

第 60 回 十四大都市医師会連絡協議会 

 10 月 30 日、31 日に標記協議会が完全 Web 方式で開催されました。今回は協議会全般で主に新型コロナ

ウイルス感染症に関する話題が中心となり、「COVID-19 と救急について」「介護（高齢者施設、在宅での対

応）について」「医療情報（ICT）について」3 つの分科会で報告討議されました。コロナ関連の救急対応、

医療体制（専門病院など）、施設や在宅での対応の問題と BCP（業務持続計画）、WEB 会議の運用と問題など

について。仙台以上に感染拡大があった大都市の経験もお聞きし、今後の対策に役立てたいと思います。 

（総務、福壽岳雄） 

 

ニュース部、ワクチン担当チームより （91 号担当 福壽岳雄） 

感染状況の落ち着いている今のうちに、感染再拡大への備えをしておきたいと思います。年末年始の診

療体制、3 回目接種への準備とともに、発熱患者さんのフォローや必要時の医師会活動へのご協力など、

医師会一丸となってこの危機を乗り越えたいと思います。 

 

仙台市医師会へのご意見・ご質問等は FAX、メールでお願いいたします。 

 FAX：022-267-5193 メール：sen-ishi@sendai.miyagi.med.or.jp 


